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1 

 

○
環
境
省
令
第 

 
 

号 

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
二
十
二
条
第
三
項
第
一
号
並
び
に
第
二
十
三
条
第
一
項
た

だ
し
書
及
び
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
汚
染
土
壌
処
理
業
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。 

令
和 

 

年 
 

月 
 

 

日 

環
境
大
臣 

山
口 

 

壯 

汚
染
土
壌
処
理
業
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令 

汚
染
土
壌
処
理
業
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
一
年
環
境
省
令
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る

規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重

傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。
）
は
、
当
該
対
象
規
定
全
体
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ

う
に
改
め
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ

を
削
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
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新
た
に
追
加
す
る
。 

改 
 
 
 
 
 
 

正 
 
 
 
 
 
 

後 

改 
 
 
 
 
 
 

正 
 
 
 
 
 
 

前 

（
汚
染
土
壌
処
理
業
の
許
可
の
基
準
） 

第
四
条 

法
第
二
十
二
条
第
三
項
第
一
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

汚
染
土
壌
処
理
施
設
に
関
す
る
基
準 

イ
～
チ 

（
略
） 

リ 

浄
化
等
処
理
施
設
、
セ
メ
ン
ト
製
造
施
設
、
埋
立
処
理
施
設
、
分
別

等
処
理
施
設
又
は
自
然
由
来
等
土
壌
利
用
施
設
の
う
ち
自
然
由
来
等
土

壌
構
造
物
利
用
施
設
に
あ
っ
て
は
、
排
出
水
を
公
共
用
水
域
に
排
出
す

る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

⑴ 

排
水
口
に
お
け
る
排
出
水
の
水
質
を
次
に
掲
げ
る
基
準
（
以
下

「
排
出
水
基
準
」
と
い
う
。
）
に
適
合
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
処

理
設
備 

(イ)
・
(ロ) 

（
略
） 

⑵ 

（
略
） 

ヌ 

排
出
水
を
排
除
し
て
下
水
道
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る

設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

⑴ 

排
水
口
に
お
け
る
排
出
水
の
水
質
を
下
水
道
法
施
行
令
（
昭
和

三
十
四
年
政
令
第
百
四
十
七
号
）
第
九
条
の
四
第
一
項
各
号
に
掲

（
汚
染
土
壌
処
理
業
の
許
可
の
基
準
） 

第
四
条 

法
第
二
十
二
条
第
三
項
第
一
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

汚
染
土
壌
処
理
施
設
に
関
す
る
基
準 

イ
～
チ 

（
略
） 

リ 

浄
化
等
処
理
施
設
、
セ
メ
ン
ト
製
造
施
設
、
埋
立
処
理
施
設
、
分
別

等
処
理
施
設
又
は
自
然
由
来
等
土
壌
利
用
施
設
の
う
ち
自
然
由
来
等
土

壌
構
造
物
利
用
施
設
に
あ
っ
て
は
、
排
出
水
を
公
共
用
水
域
に
排
出
す

る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

⑴ 

排
水
口
に
お
け
る
排
出
水
の
水
質
を
次
に
掲
げ
る
基
準
（
次
条

第
十
八
号
イ
に
お
い
て
「
排
出
水
基
準
」
と
い
う
。
）
に
適
合
さ

せ
る
た
め
に
必
要
な
処
理
設
備 

(イ)
・
(ロ) 

（
略
） 

⑵ 

（
略
） 

ヌ 

排
出
水
を
排
除
し
て
下
水
道
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る

設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

⑴ 
排
水
口
に
お
け
る
排
出
水
の
水
質
を
下
水
道
法
施
行
令
（
昭
和

三
十
四
年
政
令
第
百
四
十
七
号
）
第
九
条
の
四
第
一
項
各
号
に
掲
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げ
る
物
質
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
（
下
水

道
法
第
十
二
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
令
第
九
条
の
五
第

一
項
各
号
に
掲
げ
る
項
目
に
関
し
て
水
質
の
基
準
が
定
め
ら
れ
た

場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
水
質
の
基
準
を
含
む
。
以
下
「
排
除
基

準
」
と
い
う
。
）
に
適
合
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
処
理
設
備 

 

⑵ 

（
略
） 

ル
～
ワ 

（
略
） 

二 

（
略
） 

 

げ
る
物
質
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
（
下
水

道
法
第
十
二
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
令
第
九
条
の
五
第

一
項
各
号
に
掲
げ
る
項
目
に
関
し
て
水
質
の
基
準
が
定
め
ら
れ
た

場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
水
質
の
基
準
を
含
む
。
次
条
第
十
九
号

イ
に
お
い
て
「
排
除
基
準
」
と
い
う
。
）
に
適
合
さ
せ
る
た
め
に

必
要
な
処
理
設
備 

⑵ 

（
略
） 

ル
～
ワ 

（
略
） 

二 

（
略
） 

 

（
許
可
を
要
し
な
い
汚
染
土
壌
処
理
業
に
係
る
軽
微
な
変
更
） 

第
九
条 

法
第
二
十
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
環
境
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変

更
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
変
更
と
す
る
。 

   

一 

申
請
書
に
記
載
し
た
種
類
の
変
更 

二 

申
請
書
に
記
載
し
た
構
造
（
当
該
構
造
に
つ
い
て
法
第
二
十
三
条
第
一

項
の
許
可
を
受
け
た
と
き
は
、
変
更
後
の
も
の
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

同
じ
。
）
の
変
更
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の 

イ 

次
の
⑴
か
ら
⑺
ま
で
に
掲
げ
る
変
更 

⑴ 

浄
化
等
処
理
施
設
の
う
ち
浄
化
を
行
う
た
め
の
施
設
に
あ
っ
て

（
許
可
を
要
し
な
い
汚
染
土
壌
処
理
業
に
係
る
軽
微
な
変
更
） 

第
九
条 

法
第
二
十
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
環
境
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変

更
は
、
法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
申
請
書
に
記
載
し
た
処
理
能
力
（
当
該
処

理
能
力
に
つ
い
て
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
と
き
は
、
変
更

後
の
も
の
）
の
減
少
で
あ
っ
て
、
当
該
減
少
の
割
合
が
十
パ
ー
セ
ン
ト
未
満

で
あ
る
も
の
と
す
る
。 

（
新
設
） 

（
新
設
） 
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は
、
浄
化
設
備
に
係
る
変
更 

⑵ 

浄
化
等
処
理
施
設
の
う
ち
溶
融
を
行
う
た
め
の
施
設
に
あ
っ
て

は
、
溶
融
設
備
に
係
る
変
更 

⑶ 
浄
化
等
処
理
施
設
の
う
ち
不
溶
化
を
行
う
た
め
の
施
設
に
あ
っ

て
は
、
反
応
設
備
に
係
る
変
更 

⑷ 

セ
メ
ン
ト
製
造
施
設
に
あ
っ
て
は
、
熱
処
理
設
備
に
係
る
変
更 

⑸ 

埋
立
処
理
施
設
に
あ
っ
て
は
、
遮
水
構
造
、
擁
壁
又
は
え
ん
堤

に
係
る
変
更 

⑹ 

分
別
等
処
理
施
設
に
あ
っ
て
は
、
異
物
除
去
設
備
又
は
含
水
量

調
整
設
備
に
係
る
変
更 

⑺ 

自
然
由
来
等
土
壌
利
用
施
設
に
係
る
変
更 

ロ 

悪
臭
の
発
散
又
は
騒
音
若
し
く
は
振
動
の
発
生
に
係
る
変
更
（
当
該

変
更
に
よ
っ
て
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
に
対
す
る
影
響
が
増
大
し
な
い

も
の
を
除
く
。
） 

ハ 

浄
化
等
処
理
施
設
、
セ
メ
ン
ト
製
造
施
設
、
埋
立
処
理
施
設
、
分
別

等
処
理
施
設
又
は
自
然
由
来
等
土
壌
利
用
施
設
の
う
ち
自
然
由
来
等
土

壌
構
造
物
利
用
施
設
に
あ
っ
て
は
、
排
出
水
を
公
共
用
水
域
に
排
出
す

る
場
合
に
は
、
排
出
水
基
準
の
適
合
に
係
る
変
更
（
当
該
変
更
に
よ
っ

て
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
に
対
す
る
影
響
が
増
大
し
な
い
も
の
を
除

く
。
） 

ニ 

排
出
水
を
排
除
し
て
下
水
道
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
排
除
基
準
の

適
合
に
係
る
変
更
（
当
該
変
更
に
よ
っ
て
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
に
対
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す
る
影
響
が
増
大
し
な
い
も
の
を
除
く
。
） 

ホ 

浄
化
等
処
理
施
設
又
は
セ
メ
ン
ト
製
造
施
設
に
あ
っ
て
は
、
排
出
口

か
ら
大
気
に
排
出
さ
れ
る
第
四
条
第
一
号
ヲ
⑴
か
ら
⑹
ま
で
に
掲
げ
る

大
気
有
害
物
質
の
許
容
限
度
へ
の
適
合
に
係
る
変
更
（
当
該
変
更
に
よ

っ
て
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
に
対
す
る
影
響
が
増
大
し
な
い
も
の
を
除

く
。
） 

三 

申
請
書
に
記
載
し
た
処
理
能
力
（
当
該
処
理
能
力
に
つ
い
て
法
第
二
十

三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
と
き
は
、
変
更
後
の
も
の
。
）
の
増
大 

四 

申
請
書
に
記
載
し
た
特
定
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
状
態
の
変
更 

 

      

（
新
設
） 

 

（
新
設
） 

 

様
式
第
三
（
第
十
一
条
第
一
項
関
係
） 

様
式
第
三
（
第
十
一
条
第
一
項
関
係
） 
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附 

則 
 

 



  

7 

こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 


